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１月７日～８日に、県内の先頭を切って子牛新春初セリが高千穂家畜市場で開催されました。１月７

日は東国原知事も出席して、恒例の鏡開きを行った後、知事が最初の５頭のセリの読み上げを行いまし

た。新春初セリの平均価格は、３８９千円で、昨年同月比１０千円高とまずまずの結果となりました。

不景気による牛肉消費量の減少が影響して、子牛セリ市価格も低迷していますが、立ち見席も埋まる

ほどの来場者数で、新春初セリに相応しい賑わいを見せていました。

威勢よく鏡開きが行われました
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広域農道「岩戸坂トンネル（仮称）」
１月７日、工事中の「岩戸坂（仮称）トンネル」を東国原知事が視察しました。視察では、工事状況説

明の後、坑内に入り、施工方法等について説明を聴かれ、熱心に質問されました。また、来年度から農道
整備事業が廃止される見通しとなっている中、開通目前
となっている４期地区（高千穂町岩戸～下野間）の整備
継続の必要性や、未採択区間である５期地区（日之影町
深角～高千穂町野方野間）の早期採択を訴えられました。

このトンネルは総延長８３８ｍで、昨年７月に工事着
手し、視察された時点で約７２０ｍ地点まで掘り進んで
おり、今年の３月中には貫通し、平成２３年夏頃までに
は開通する予定となっております。トンネル工事が完成
すると、山で隔てられていた岩戸と下野間の利便性が大
きく改善し、農産物の輸送や流通の合理化が図られると
ともに、地域の活性化にも大きく寄与することが期待さ
れます。

五ヶ瀬町共生型福祉施設「ぬくもり」
１月６日、五ヶ瀬町桑野内地区の共生型福祉施設「ぬくもり」

を東国原知事が訪問しました。この施設は６年前に廃校となっ
た桑野内小学校の校舎を改築して昨年10月にオープンしたもの
で、一人で生活することが不安な高齢者が共同で暮らす生活支
援ハウス、デイサービス、障がい者向けの作業所の３つが併設
されています。

建物の壁や床には県産木材がふんだんに使われているほか、
１階には小学校時代から使われてきた暖炉があり、ゆれる炎を
眺めながらデイサービス利用者の方々が会話を交わすお気に入
りの場所となっています。

知事との交流では、「いい施設が出来た」との声や、「ここで
暮らせるようになって良かった」との声が聞かれたほか、知事
を囲んで笑顔で記念撮影するなど、終始和やかな雰囲気でした。

高千穂町上野小学校・中学校
１月６日、高千穂町上野小・中学校（竹林二郎校長、小９７人、中５７人）を東国原知事が訪問しました。

当日は冬休み期間中でしたが、児童・生徒たちの大歓迎を受けました。
今回の訪問は、第４１回宮崎県統計グラフコンクールで県知事賞のほか、県統計協会長賞、県教育長賞な

どに選ばれた中学生が昨年１１月１６日に
県庁で行われた表彰式に出席した際に「ぜ
ひ学校に来てください」、「一緒に走ってく
ださい」と書かれた５７人全員のメッセー
ジの書かれた寄せ書きを知事に送ったこと
がきっかけとなり実現したものです。

知事が到着すると、中学生７人が総合的
な学習の時間に練習している神楽で歓迎、
小学校５・６年生３４人もエイサーを披露
しました。

これに対し、知事は、「高千穂に生まれ育
ったことを誇りに思って欲しい。今日は元
気をもらいました。宮崎、高千穂のために
一緒に頑張りましょう」と呼びかけました。

最後は、校舎前で全校児童・生徒、保護
者と先生方は知事と記念撮影、大喜びの様
子でした。

岩戸坂トンネル（仮称）の工事現場を視察する東国原知事

全員で東国原知事と記念撮影

東国原知事と談笑する施設利用者の皆さん

東国原知事が西臼杵管内を訪問・視察しました
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日之影町大人地区で夜神楽開催
日之影町大人地区の夜神楽が１月9日に同地区

「歌舞伎の館」で行われました。正午過ぎから岩
井川神社で神楽を奉納した後、歌舞伎の館まで道
行、舞い入れしました。

夜神楽は、午後７時から「森の正教」に始まり、
最後の演目「舞開」まで夜を徹して舞が舞われ、
会場には、たくさんの観客が訪れ、お神酒やうど
んなどをいただきながら、夜神楽を楽しみました。

今年は、県から日之影町役場に派遣されている
福留さんと西臼杵支庁福祉課の新村さんが奉仕者
（ほしゃ）として参加し、「五津天」の舞いを披露
しました。

高千穂町観光協会がレンタカー取次事業
高千穂町観光協会（佐藤哲章会長）とレンタカ

ー会社２社とのレンタカー委託業務に関する取次
契約の調印式が１月１５日に行われました。

契約は県の観光振興応援事業の一環として行わ
れたもので、高千穂町観光協会は４月から取次代
理店としてレンタカー取次業務を開始します。

観光協会がレンタカー取次業務契約を締結する
のは、県内では初めての試みとなります。

わけもんの主張－有権者意見発表会－
「わけもんの主張」の西臼杵支会予選会が１月

１５日に高千穂町自然休養村管理センターで開催
されました。

わけもんの主張は、若者が、選挙や政治に対し、
日ごろ考えていることや感じていることについて
意見発表することにより、有権者または有権者に
なる者として政治や選挙に関する認識を深め、有
権者としての責任感や明るい選挙推進運動に対す
る意識の高揚を図ることを目的に開催されている
ものです。

西臼杵３町の６人が発表し、最優秀賞に五ヶ瀬
町の吉村優さん、高千穂町の本田彩さんが選ばれ
ました。

吉村さんは「責任ある選択」、本田さんは「一票
に託す思い～地方の悲鳴から考えること～」と題
して発表しました。

最優秀賞の２人は２月２０日に宮崎市のＪＡ・A
ZMホールで開かれる県大会に西臼杵郡代表とし出
場します。

県森連新春初市開催
１月６日に宮崎県森林組合連合会の高千穂林産

物流通センターと五ヶ瀬林産物流通センターにお
いて、新春初市が開催されました。

初市には県内外から買方・売方など約４０名が
参加し、赤みを帯びた良質の西臼杵産スギを中心
とする約４千立方メートルの丸太がひと山ごとに
威勢良く競り落とされ、スギ平均単価は１立方メ
ートル当たり約１万円と価格が低迷する中まずま
ずのスタートを切りました。

調印式に出席した佐藤会長（写真中央）

新春初市の様子（高千穂林産物流通センター）

「五津天」を舞う福留さん（写真左）と新村さん（写真右）

新春初市の様子（五ヶ瀬林産物流通センター）

本田彩さん吉村優さん
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平成２２年新年交通安全祈願祭
高千穂地区交通安全協会、高千穂地区安全運転

管理者等協議会が主催する新年交通安全祈願祭が
高千穂神社で行われました。

管内では、昨年１２月に高千穂町内の交差点に
おいて重大事故が
２件発生しました。

この祈願祭では、
両協会の会員をは
じめ、３町の代表
ら約３０名が玉ぐ
しを捧げ、気持ち
を新たに今年一年
の交通安全を祈願
しました。

消防出初式（始式）
高千穂町、日之影町及び五ヶ瀬町で新春恒例の

消防出初式（始式）が１月５日に行われました。
高千穂町消防団（寺内章団長）は高千穂町総合

公園、日之影町消防団（一水輝明団長）は日之影
小学校、五ヶ瀬町消防団（佐藤成志団長）は五ヶ
瀬町役場職員駐
車場でれぞれ通
常点検等を実施
しました。

当日は、表彰
式もあり、消防
功労者に対する
表彰状や内助の
功感謝状が贈ら
れました。

ＪＡ高千穂地区五ヶ所肥育センター起工式
１月５日に、JA高千穂地区五ヶ所肥育センター

建設の起工式が、高千穂町大字五ヶ所の建設予定
地で行われました。当肥育センターは、子牛セリ
市に出荷された８～１０ヶ月齢の子牛を約２０ヶ
月肥育して、出荷する施設で、７２０頭規模を有
する施設です。

子牛セリ市価格の安定や今年４月にオープン予
定の高千穂のムラ市場（仮称）に設置されるレス
トランへの牛肉供給に資する施設として、期待さ
れています。

きんかん「たまたま」の支庁長贈呈
１月２６日に、ＪＡ高千穂地区きんかん部会よ

り内枦保支庁長へきんかん「たまたま」の贈呈が
ありました。

今年は１月１８日より出荷が始まり、２月中旬
から下旬頃が出荷のピークで、４月上旬まで出荷
される見込です。

これまで「完熟きんかん」という名称を使って
いましたが、本年産より名称を「たまたま」に統
一して、特に優れたものを「たまたまExcellent（エ
クセレント）」として販売されます。

◎お問い合わせ先
宮崎県 西臼杵支庁 総務課

TEL 0982(72)2181 FAX 0982(72)3760
URLhttp://www.pref.miyazaki.lg.jp/contents/org/
chiiki/shityoson/nishiusuki_shityo/index.html

編集後記
熊本県山都町で開催された「九州山地神楽祭り」

に行ってきました。高千穂町、五ヶ瀬町、山都町、
阿蘇市に伝わる神楽５つをダイジェストで見ること
ができました。どの神楽も伝統・文化を脈々と受け
継ぐすばらしい舞いでした。西臼杵地域は宮崎から
すると県境ですが、一方で九州の真ん中であり、隣
県の伝統・文化とふれあうことのできるとても豊か
な地域だということを改めて実感しました。 ○博

トピックス

＊西臼杵支庁の業務等について、ご意見、ご要望など

ありましたら下記までご連絡ください。

「たまたま」を贈呈する後藤邦治部会長（写真中央）

起工式の様子

県境を越えた地域振興連絡会議開催
熊本県阿蘇地域振興局、大分県豊肥振興局、大

分県西部振興局並びに西臼杵支庁の４つの県出先
機関では、県境を越えて情報交換を行い協力連携
することで地域全体の活性化を図ることを目的に
「県境を越えた地
域振興連絡会議」
を平成１３年度か
ら開催しています。

今年度は、大分
県日田市で開催し、
広域的な観光推進
を図るための具体
的な取組みについ
て意見交換を行い
ました。 広域観光施策等について意見交換

団員による発水試験（高千穂町）

緒方支庁次長によるあいさつ


	Ｈ２２　１月号（表紙）
	Ｈ２２　１月号（Ｐ２）
	Ｈ２２　１月号（Ｐ３）
	Ｈ２２　１月号（Ｐ４）

